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トンガ王国における気象事業の概要

森 博 之

１.はじめに

南太平洋の島国のひとつ,トンガ王国（以下トン

ガ）に,独立行政法人国際協力機構（JICA）から,

シニア海外ボランティアとして,2009年３月から２年

間,派遣されています.勤務先は運輸省気象局で,こ

こに派遣されてからすでに数ヶ月が経過し,さまざま

な状況が理解できてきましたので,今回ここに,トン

ガでの気象事業について報告します.なお,ブータン

における同様な報告,森（2007,2008）も比較のため

に参考になります.

２.トンガ政府の気象組織

気象局には運輸省全体の職員数の約半数を占める27

名が勤務しています.トンガ国内の６空港すべてに職

員を展開し,本部に16名,主要な２島に３名ずつ,３

つの離島には２名あるいは１名を配置しています.第

１図トンガの概略図では,北から,Niuafo’ou（ニウ

アフォオウ),Niuatoputapu（ニウアトプタプ),
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に気象局職員が勤務しています.

３.トンガ気象局の業務内容

気象局の主要な業務は,気象観測,天気予報,気候

解析,沿岸無線通信,防災監視の５種類を実施してい

ます.

3.1 気象観測業務

航空気象の観測業務を過去に約20年間実施してきた

経緯から,本部と多くの地方事務所の施設は空港内に
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第１図 トンガの概略図（トンガ政府観光省のホー
ムページhttp://www.tongaholiday.com/

?page id＝12 から転載).首都ヌクアロ
ファ（Nuku’alofa）は南緯21度,西経175
度に位置する.



時間の観測体制を継続し,地上気象観測（SYNOP

報）および航空気象観測（METAR報）の収集・通

報もあわせて実施しています.また,主要な２諸島,

ババウとハアパイでは,01時から19時までの19時間体

制のもと,気象観測を実施し,そのデータを本部に電

話または無線により通報しています.その他の３つの

離島では,それぞれの事情に合わせて運用していま

す.第２図はハアパイ空港内にある気象事務所のもの

で,毎日一人が01時から19時まで気象観測業務を行っ

ています.また,第３図はエウア空港内にある気象観

測のようすであり,毎朝07時の定時観測を通年で彼一

人で維持しています.第４図は気象局本部における気

象観測の通報業務のようすです.それぞれの島で観測

されたデータは,島の職員によって,電話または無線

により本部に通報され,本部の職員はそれをメールと

して入力し,ニュージーランド気象局へ送信します.

3.2 天気予報業務

以前は南太平洋地域の中核国フィジーがトンガの天

気予報も作成していましたが,2007年９月にトンガが

独自で予報業務を開始しています.現在は予報官が６

名いるのですが,１名は局長業務で,別の１名は

ニュージーランドへ留学中のために,常時４名で24時

間の予報体制を維持しています.さらに,この４名に

とっても海外での研修・教育が必要であるために,そ

の期間は,３名の予報官で３交代制を運用していま

す.予報の対象地域は,トンガの主要な３諸島,トン

ガタプ,ハアパイ,ババウ,それに加え,北部の２

島,ニウアトプタプ島とニウアフォオウ島の合わせて

５諸島,東西300km,南北700kmの地域をカバーし

ています.予報項目は,24時間の天気,海上の風と波

浪予報です.ただし,予報に利用できる観測データ

は,６地点の地上気象観測のみで,実務的には,日本

の気象衛星MTSATの雲画像が唯一の観測データに

なっています.また,予報の作成に利用する数値予報

は,アメリカの国立海洋大気庁（NOAA）によるグ

ローバルモデルの予報支援資料ガイダンスをそのまま

使用しています.

3.3 気候解析業務

オーストラリア気象局が開発と運用を実施している

気候解析モデルSCOPIC（the Seasonal Climate
 

Outlook for Pacific Island Countries）を活用し,過
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第３図 トンガタプ島の南東にあるエウア島
（’Eua）の気象観測施設.この島では職
員１名体制で年中無休の気象観測業務を
実施している.

第２図 ハアパイ気象事務所.毎日19時間の勤務
体制で気象観測業務を実施している.

第４図 本部での気象観測の通報業務.気象局本
部では各地の気象観測データをもとに通
報電文を作成しメールとしてニュージー
ランドへ通報している.
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去の気象データをもとに,気温と降水量についての気

候特性の集計と予測を毎月作成しています.これは観

測データがあれば,解析を自動で演算し,基本書式に

編集出力するソフトウエアも付随しているために,実

用性の高いシステムと言えます.南太平洋の島国で

は,海水面の上昇あるいはエルニーニョ現象に影響さ

れる気候特性に関心が高まっています.特に,降水量

の変化は住民の日常生活に直結することとして,その

内容が注目されています.気象局では,この業務を遂

行できる職員がすでに２名いて,現在はさらに２名の

OJT（On the Job Training）を実施しています.

3.4 沿岸無線通信業務

トンガ沿岸を航行する漁船あるいは一般船舶に対し

て,日々の海上予報の提供を行い,安全航行上必要な

情報の提供を行うと共に,船舶からの緊急的な情報あ

るいは気象情報も受信しています.これらの業務は本

来の気象業務ではありませんが,気象局職員の大幅増

員が必要だったことから,2009年２月に組織的な統合

がなされました.その後,職員間で,業務内容の相互

研修が行われ,現在では無線通信担当職員の多くが,

気象観測業務にも従事できるようになっています.

3.5 防災監視業務

トンガ政府内では24時間常時稼動しているのは,軍

あるいは警察等の限定された組織のみであり,自然現

象に対する24時間の監視業務は,気象局でのみ実施し

ています.サイクロン・大雨・高潮等の気象に関連す

る事項の他にも,地震活動,津波警報,火山活動につ

いても常時監視を行っています.特に,津波警報につ

いては,ハワイの太平洋津波警報センターからの受信

を気象局で受け,その後,政府関係機関等に送信して

います.最近のバヌアツ沖地震（2009年10月）では職

員が直接ラジオ出演をしながらその警報の内容を伝え

ました.なお,地震活動の解析業務等の管轄は他省の

地質部の業務ですが,夜間休日の場合には気象局へ電

話照会が集中しています.

４.業務上の問題点と解決方法

観測業務以外の多くの業務がこの２年程度で始まっ

たために,成果としての業務内容は品質的には多くの

問題点を抱えています.さらに,現行業務はぎりぎり

の職員数で実施しているために,それらの問題点に対

して,集中的に取り組める職員がいないこと,その予

算も組み入れが困難な実態があります.このような人

員的,予算的な制約があることから,それぞれの解決

には海外からの援助を受ける可否,タイミング,人員

的な支援等の対外的な要件に強く影響されています.

また,この状況は,気象観測業務にも共通しているた

めに,観測機器の老朽化あるいは故障等に対しても,

国外からの援助に依存しています.第５図は気象局本

部の気象観測露場と事務所のようすです.図中の衛星

受信装置はアメリカにより,気象観測の機器の多くは

ニュージーランドにより,また図にはありませんが,

露場の左側には発電機がオーストラリアより提供され

ています.

５.ボランティアとしての関わり

派遣先の職場に対して,JICAボランティアがどの

ように関わるかは,最終的には,各ボランティアの判

断に委ねられています.トンガ気象局に対しても,さ

まざまな関わり方ができると考えられますが,私は,

各職員からの具体的な要望によって,その担当職員に

対して助言をすることにしました.それは,当事者の

問題意識と自主的な意欲を重視したいからで,同時

に,余計なお世話という感情に移行しないためでもあ

ります.ただし,将来的な業務発展の観点から,それ

にふさわしい適切な情報提供には気をつけています.

６.おわりに

現在の境遇を思うと,多くの人々からのご協力に感

謝したいと思います.トンガにおけるボランティア活

動では,JICAトンガ事務所からの支援が欠かせませ

第５図 気象局本部の気象観測露場と事務所.本
部は国内線ターミナル内にあり航空機の
駐機場そばに観測露場がある.また国外
からの支援による観測機器,通信機器が
並ぶ.

2010年2月 49

トンガ王国における気象事業の概要 123



ん.在トンガの日本人の方々からも多くの応援をいた

だいています.同時に,トンガ政府,特に所管の運輸

省,あるいは直接の勤務先である気象局の職員,さら

には,近所の住民などからも日常的な生活のアドバイ

ス等を受けています.個人的には家族の理解にも感謝

したいところです.このような多くの人たちに囲まれ

て,トンガでの活動が成り立っています.
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